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特別講演

　性感染症(sexually transmitted diseases)は，梅毒，
淋病，そけいリンパ肉芽腫，軟性下疳などの性病と称
されてきた疾病に加えて，性器クラミジア感染症，性
器ヘルペスウイルス感染症，尖形コンジローム，B型
肝炎ウイルス感染症，サイトメガロウイルス感染症，
膣トリコモナス感染症，HIV感染症など性行為により
伝播する多くの感染症を含む．わが国においては，こ
こ数年来，上記の性感染症の多くが増加傾向にある．
特に，性器クラミジア感染症，性器ヘルペスウイルス
感染症，尖形コンジロームなどでは，増加が著しい．
これらの背景には，初性交年齢の低年齢化，コンドー
ム使用の不徹底，低容量ピルの認可(平成11年)などが
考えられている．最も罹患率の高い性器クラミジア
感染症では，女性は無症状で感染に気付かないことが
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多い．通常の妊婦検診においても5 -7％程度の妊婦が
クラミジアに感染している．また，性感染症の増加は，
これらの微生物が母子感染により，小児に伝播される
可能性を示唆する．性感染症の原因微生物が小児に感
染した場合は，単なる局所感染ではなく全身感染を呈
することが多く，重篤であったり後遺症を残したりす
ることが多い．
　国際交流の増加に伴い，性感染症もグローバル化し
ている．海外で流行している性感染症についても，今
後留意する必要がある．性感染症の増加に鑑み，若年
層への性感染症の啓蒙，適切なバリアープロテクショ
ン(正しいコンドームの使用方法)の教育などが重要で
ある．


